様式第2号(第4条、第5条関係)

ボランティア活動指導者賠償責任保険確認書

　　令和　　年　　月　　日

団体名　　　　　　　　　　　　　

· 確認事項(該当するものすべてにチェックを入れてください。)

	1活動内容
	□自発的な意思により他人や社会に貢献することを目的とする以下のいずれかの活動

　・所属ボランティア活動団体の会則に則り企画、立案された活動

　・袋井市の委託を受けた活動又は袋井市に届け出た活動

□自助活動(自分のための活動)ではない。
	　

	2活動内容の把握状況
	□活動の内容を常に把握できている。(いつ、どこで、どんな活動を、何人が行うか等)

□上記に該当しない。
	　

	3体制の整備
	□安全対策に取り組む部門がある。

□上記に該当しない。
	　

	4分析の実施
	□事故統計(件数・被害額等)及び原因の分析を行っている。

□事故統計(件数・被害額等)又は原因の分析を行っている。

□上記のいずれにも該当しない。
	　

	5安全教育
	□活動内容が変わるごとに研修を実施している。

□最初の活動を行う前に研修を実施している。

□上記のいずれにも該当しない。
	　

	6指導員教育
	□定期的に講習会を実施している。

□指導マニュアルを作成、配布している。

□上記のいずれにも該当しない。
	　

	7活動現場の安全確保
	□実際に訪問し、危険が存在する場合は改善の申し入れ等を行う。

□実際に訪問し、ボランティアに対する情報提供を行っている。

□上記のいずれにも該当しない。
	　

	8安全確保に関する啓蒙活動
	□安全確保に関する資料等を定期的に配布している。

□上記に該当しない。
	　

	9事故対応窓口の有無
	□事故対応の際の窓口があり、専任者を置いている。

□上記に該当しない。
	　

	10事故情報の活用
	□事故情報が記録され、関係部門が問題解決に向け協議している。

□上記に該当しない。
	　

	11再発防止策
	□事故発生者に対して再発防止の取組みを行っている。

□上記に該当しない。
	　

	12その他
	□NPO法人の場合、関係省庁が作成した「活動に関する指針」に沿った活動をしている。

□上記に該当しない。
	　


